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信
太
山
駐
屯
地
は
、
令
和
８
年
４
月
26
日
、
信
太
山
駐

屯
地
創
立
69
周
年
記
念
行
事
を
挙
行
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
担
任
隊
区
か
ら
多
数
の
国
会
議
員
、
各
自
治

体
首
長
・
議
員
、
協
力
諸
団
体
の
代
表
等
の
他
、
約
１
万

人
も
の
地
域
住
民
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

観
閲
式
に
お
い
て
観
閲
官
（
駐
屯
地
司
令 

１
等
陸
佐 

伊
藤
亮
基
）
は
、
「
昭
和
32
年
に
陸
上
自
衛
隊
の
部
隊
が

配
置
さ
れ
て
以
来
、
当
駐
屯
地
は
『
地
域
の
御
楯
』
と
し

て
、
69
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
こ
の
地
で
活
動
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
今
後
と
も
信
太
山
駐
屯
地
に
対
す
る
格
別
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
地
域
と
共
に
あ
る
「
明
る
く
信
頼

さ
れ
る
駐
屯
地
」
を
目
指
し
て
引
き
続
き
訓
練
に
励
む
と

と
も
に
地
域
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
決
意
を
示

し
ま
し
た
。

式
典
後
の
会
場
で
は
、
信
太
菊
水
太
鼓
及
び
第
３
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
厳
粛
な
雰
囲
気
か
ら
一
転
、

会
場
は
大
き
な
歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

続
く
戦
闘
訓
練
展
示
で
は
、
第
５
中
隊
長
（
３
等
陸
佐

高
橋
耕
助
）
の
指
揮
の
下
、
増
強
普
通
科
中
隊
に
よ
る
陣

地
攻
撃
を
想
定
し
た
大
迫
力
の
模
擬
戦
闘
訓
練
を
実
施
し

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
展
示
に
、
来
場
者
か
ら
大
き
な
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
駐
屯
地
内
の
各
所
に
お
い
て
、
装
備
品
展
示

高
機
動
車
体
験
搭
乗
、
こ
ど
も
広
場
等
、
来
場
者
に
自
衛

隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
隊
員
の
ア
イ

デ
ア
溢
れ
る
各
種
催
し
に
は
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
駐

屯
地
内
は
終
日
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

直
前
ま
で
雨
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
は
好

天
に
恵
ま
れ
、
地
域
と
自
衛
隊
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
一

層
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

信太山駐屯地

創立６９周年記念行事

戦闘訓練展示 高機動車体験搭乗

ちびっこレンジャー体験 信太菊水太鼓

音楽演奏 

観閲行進

格闘訓練展示 ドーラン体験 装備品展示
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令
和
８
年
４
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
の
間
、

信
太
山
演
習
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
令
和
８

年
度
春
季
教
育
訓
練
基
盤
構
築
に
、
第
37
普
通

科
連
隊
（
担
任
官

第
37
普
通
科
連
隊
長
）
の

ほ
か
、
第
３
施
設
大
隊
、
第
３
普
通
科
直
接
支

援
中
隊
及
び
第
３
飛
行
隊
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
訓
練
基
盤
の
維
持
・
拡
充
を
図

り
、
演
習
場
の
長
期
安
定
使
用
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
整
備
内
容
は
、
迫
撃
砲
の
陣
地
地
域
及

び
集
結
地
域
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
密
生
化

防
止
整
備
、
防
草
シ
ー
ト
の
展
張
・
張
替
並
び

に
旧
市
街
地
訓
練
場
の
撤
去
で
あ
り
、
実
戦
的

な
訓
練
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
し
た
。

13
日
に
は
、
副
師
団
長
視
察
に
伴
い
、
新
設

道
「
長
峰
道
」
名
称
お
披
露
目
式
を
実
施
し
ま

し
た
。

今
回
の
教
育
訓
練
基
盤
構
築
を
通
じ
、
各
部

隊
が
連
携
し
て
訓
練
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
部
隊
の
即
応
性
及
び
任
務
遂
行
能
力

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
の
教
育
訓
練

の
充
実
及
び
演
習
場
の
長
期
安
定
使
用
に
寄
与

し
ま
し
た
。

令和８年度春季教育訓練基盤構築

令
和
８
年
５
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
の
間
、
青

野
ヶ
原
演
習
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
令
和
８
年

度
春
季
教
育
訓
練
基
盤
構
築
に
、
第
37
普
通
科
連

隊
（
整
備
隊
長 

２
等
陸
佐 

濱
田
真
琴
）
の
ほ
か

第
３
施
設
大
隊
、
第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
が

参
加
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
演
習
場
を
整
備
し
、
特
に
中
隊
以

下
の
訓
練
が
実
際
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
長
く
良
い
状
態

で
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
目
的
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

37
連
隊
は
直
接
支
援
中
隊
の
整
備
支
援
の
下
、

幹
線
道
路
沿
い
に
お
け
る
防
草
シ
ー
ト
の
展
張
、

枯
れ
木
及
び
若
木
の
除
去
を
実
施
し
、
演
習
場
の

機
能
維
持
及
び
安
全
性
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
特

に
、
松
喰
い
被
害
木
に
つ
い
て
は
、
倒
木
等
に
よ

る
危
険
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
重
点
的
に
除
去

し
、
訓
練
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

各
隊
員
は
、
適
切
な
暑
熱
対
策
を
実
施
し
な
が

ら
安
全
管
理
に
万
全
を
期
し
、
各
種
整
備
作
業
に

精
励
し
て
、
教
育
訓
練
環
境
の
充
実
及
び
演
習
場

の
長
期
安
定
使
用
に
寄
与
し
ま
し
た
。

信
太
山
演
習
場

青
野
ヶ
原
演
習
場

新設道名称お披露目式

伐採した樹木の撤去

善行隊員の紹介
令
和
８
年
６
月
14
日
０
９
３
０
頃
、
連
隊
本
部

遠
藤
２
尉
以
下
５
名
は
訓
練
研
修
の
た
め
、
宇
都

宮
駐
屯
地
に
前
進
中
の
と
こ
ろ
、
部
外
車
両
が
炎

を
上
げ
て
路
肩
に
停
車
し
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。

５
名
の
隊
員
は
、
速
や
か
に
関
係
各
所
へ
通
報
、

初
期
消
火
、
人
員
の
避
難
誘
導
及
び
交
通
誘
導
等

を
実
施
し
て
警
察
よ
り
感
謝
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。善

行
隊
員
の
功
績
を
称
え
、
駐
屯
地
朝
礼
で
司

令
よ
り
褒
賞
さ
れ
ま
し
た
。

遠藤 幸宏
２等陸尉

野々垣 泰光
２等陸曹

善野 成美
２等陸曹

上原 昌道
２等陸曹

田中 靖記
２等陸曹

防草シートの固定

松喰い被害木の除去
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第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
８
年
６
月
14
日
か
ら
18
日
ま
で
の
間
、
あ

い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
、
令
和
８
年
度
第
１
次
連
隊
部
隊
射
撃
と
し
て

各
種
爆
破
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
隊
員
の
爆
破
技
術
及
び
安
全
管
理
能
力
の
向
上
を
目
的
と

し
て
実
施
さ
れ
、
手
り
ゅ
う
弾
投
擲
訓
練
、
小
型
指
向
性
散
弾
、
指
向
性

散
弾
、
15
号
指
向
性
爆
破
薬
、
Ｃ―

４
爆
破
薬
、
40
号
指
向
性
爆
破
薬
及

び
40
号
道
路
爆
破
薬
を
使
用
し
、
実
戦
的
な
状
況
を
想
定
し
た
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

手
り
ゅ
う
弾
投
擲
訓
練
で
は
、
敵
防
御
陣
地
へ
の
攻
撃
を
想
定
し
、
小

銃
射
撃
と
連
動
し
た
要
領
で
実
施
し
ま
し
た
。

隊
員
は
状
況
に
応
じ
た
火
力
運
用
を
意
識
し
な
が
ら
射
撃
と
の
連
携
、

適
切
な
投
擲
位
置
の
選
定
及
び
確
実
な
投
擲
要
領
に
つ
い
て
練
成
を
重
ね

ま
し
た
。

小
型
指
向
性
散
弾
、
指
向
性
散
弾
の
訓
練
で
は
、
潜
伏
時
及
び
集
結
地

に
お
け
る
障
害
構
成
を
想
定
し
、
敵
の
接
近
に
対
す
る
警
戒
・
防
護
能
力

及
び
敵
の
行
動
を
制
約
す
る
た
め
の
設
置
要
領
や
運
用
方
法
に
つ
い
て
練

成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
種
爆
破
薬
及
び
指
向
性
爆
破
薬
を
使
用
し
た
訓
練
で
は
、
器

材
の
特
性
や
安
全
距
離
を
正
し
く
理
解
し
、
安
全
管
理
を
徹
底
し
な
が
ら

確
実
な
設
置
及
び
起
爆
要
領
を
演
練
し
爆
破
能
力
及
び
任
務
遂
行
能
力
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

隊
員
は
爆
破
に
よ
る
効
果
を
確
認
し
な
が
ら
実
戦
的
な
訓
練
を
行
い
、

攻
勢
的
な
行
動
下
に
お
け
る
手
り
ゅ
う
弾
投
擲
能
力
及
び
各
種
爆
破
能
力

の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

第１次連隊部隊射撃

第２次連隊部隊射撃

第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
８
年
６
月
18
日
か
ら
22
日
ま
で
の
間
、

東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、
令
和
８
年
度
第
２
次
連
隊
部
隊
射
撃
を
実

施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
に
は
、
第
２
中
隊
、
第
４
中
隊
、
第
５
中
隊
及
び
重
迫
撃
砲

中
隊
が
参
加
し
81
ｍ
ｍ
迫
撃
砲
及
び
１
２
０
ｍ
ｍ
迫
撃
砲
に
よ
る
実
弾

射
撃
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
迫
撃
砲
部
隊
の
射
撃
能
力
向
上
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
、
射
撃
指
揮
、
目
標
情
報
の
伝
達
な
ど
、
一
連
の
射
撃
動
作
を
訓
練

し
ま
し
た
。

隊
員
た
ち
は
正
確
か
つ
迅
速
な
火
力
支
援
を
実
現
す
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
任
務
に
応
じ
た
練
度
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
射
撃
訓
練
に
併
せ
て
観
測
者
集
合
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

観
測
要
員
は
目
標
に
対
す
る
射
撃
精
度
の
向
上
の
た
め
、
弾
着
の
観

測
及
び
誘
導
要
領
に
つ
い
て
反
復
演
練
を
行
い
、
練
度
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

観
測
者
か
ら
の
射
撃
要
求
が
火
力
発
揮
の
成
否
を
左
右
す
る
こ
と
か

ら
、
隊
員
た
ち
は
緊
張
感
を
も
っ
て
訓
練
に
臨
み
、
観
測
能
力
及
び
部

隊
間
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
夜
間
に
は
照
明
弾
下
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。照

明
弾
に
よ
り
照
ら
し
出
さ
れ
た
目
標
に
対
し
、
昼
間
と
は
異
な
る

環
境
下
で
の
射
撃
及
び
判
定
修
正
要
領
を
確
認
し
、
夜
間
に
お
け
る
火

力
支
援
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

連
隊
は
今
後
も
各
種
訓
練
を
通
じ
て
練
度
向
上
に
努
め
、
昼
夜
を
問

わ
ず
任
務
を
遂
行
で
き
る
精
強
な
部
隊
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

Cｰ４爆破薬の準備

小型指向性散弾の設置

手りゅう弾投擲

弾薬点検

１２０ｍｍ迫撃砲射撃

夜間射撃
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第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
８
年
３
月
27
日
、
20
式
小
銃
等
を
製
造
す
る
豊
和
工
業
株
式
会

社
の
開
発
担
当
者
ご
参
列
の
も
と
、
小
銃
交
換
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

式
典
に
お
い
て
、
各
中
隊
は
訓
練
・
行
事
等
を
共
に
し
た
89
式
小
銃
に
感
謝
を
込
め
て
返
納

し
心
新
た
に
20
式
小
銃
の
受
領
を
実
施
し
ま
し
た
。

連
隊
長
は
「
改
め
て
、
諸
官
一
人
ひ
と
り
が
小
銃
を
持
つ
こ
と
の
責
任
を
正
し
く
理
解
し
、

誇
り
を
も
っ
て
任
務
に
精
励
す
る
と
と
も
に
、
い
か
な
る
任
務
に
お
い
て
も
、
安
全
・
確
実
・

確
固
た
る
規
律
の
下
で
行
動
す
る
精
強
な
部
隊
・
隊
員
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
」
と
訓
示

を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
後
に
は
豊
和
工
業
担
当
者
か
ら
開
発
に
関
わ
る
経
緯
、
性
能
等
に
つ
い
て
ご
説

示
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
説
明
会
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
小
銃
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

連
隊
は
、
新
た
な
装
備
に
速
や
か
に
習
熟
す
る
と
と
も
に
更
な
る
練
度
向
上
に
努
め
、
い
つ

い
か
な
る
任
務
が
与
え
ら
れ
よ
う
と
も
、
事
態
に
即
応
し
て
任
務
を
完
遂
で
き
る
よ
う
、
訓
練

に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

20
式
小
銃
交
換
式

令
和
８
年
度
自
衛
官
候
補
生
課
程

第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
８
年
４
月
12
日
に
挙
行
し
た
入
隊
式
を
皮
切
り
に

令
和
８
年
度
自
衛
官
候
補
生
課
程
教
育
を
開
始
し
ま
し
た
。

入
隊
し
た
自
衛
官
候
補
生
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
環
境
の
中
、
自
衛
官
と
し
て
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
規
律
正
し
い
団
体
生
活
の
中
で
日
々
教
育
訓
練
に
励
ん
で

い
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生
は
、
本
教
育
を
通
じ
て
戦
闘
訓
練
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
野
外

訓
練
、
射
撃
訓
練
、
体
力
練
成
訓
練
等
に
取
り
組
み
、
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
知

識
及
び
技
能
の
修
得
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
集
団
生
活
を
通
じ
て
、
規
律
心
、
責
任
感
、
団
結
力
及
び
協
調
性
を
養

う
と
と
も
に
、
同
期
と
の
団
結
を
深
め
な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
、
国
民
の
負
託
に
応

え
る
陸
上
自
衛
官
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
て
い
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生
は
、
本
教
育
に
お
い
て
自
衛
官
と
し
て
の
基
礎
を
学
ん
だ
後
、

２
等
陸
士
に
任
官
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
属
先
に
お
い
て
後
期
教
育
を
受
け
ま
す
。

今
後
は
各
職
種
に
必
要
な
基
礎
的
特
技
の
習
得
に
向
け
て
更
な
る
練
成
を
重

ね
、
一
人
前
の
陸
上
自
衛
官
と
な
る
べ
く
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

体力検定 武器貸与式

小銃射撃

２５ｋｍ行進

ガス体験

戦闘訓練

手りゅう弾投擲 てき弾射撃
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【イベント内容】
第１部（自衛隊）
●盆踊り
●格闘訓練展示
●太鼓演奏

今年の納涼祭は
８月３日（月）開催予定です。

ホームページ InstagramX
（旧Twitter）

詳しくはHP、各SNS上
でお知らせします。

第２部（和泉市）
●オープニングイベント
●バブルショー
●ドローンショー

告
知

３月着任部隊長紹介

第
３
普
通
科
直
接

支
援
中
隊
長

３
１
８
基
地
通
信
中
隊

信
太
山
派
遣
隊
長

階 級 ３等陸佐
出 身 京都府
年 齢 ４８歳
趣 味 ドライブ

自
衛
隊
生
活
で
初
め
て
の
関
西
勤
務
を
こ
の
歴
史
と

伝
統
の
あ
る
信
太
山
駐
屯
地
で
迎
え
ら
れ
る
こ
と
は
大

変
光
栄
で
あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

そ
の
重
責
を
深
く
自
覚
し
、
中
隊
長
要
望
事
項
で
あ

る
「
考
動
」
を
具
現
化
す
る
た
め
、
自
ら
先
頭
に
立
っ

て
与
え
ら
れ
た
役
割
を
果
た
す
た
め
に
何
を
為
す
べ
き

か
を
常
に
考
え
、
判
断
し
て
行
動
で
き
る
隊
員
の
育
成

に
努
め
、
第
37
普
通
科
連
隊
を
は
じ
め
と
す
る
駐
屯
各

部
隊
に
対
す
る
整
備
支
援
任
務
完
遂
の
た
め
、
ま
た
、

地
域
の
み
な
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
信
太
山
駐
屯
地
の
一

員
、
中
隊
を
指
揮
す
る
中
隊
長
と
し
て
全
力
を
尽
く
す

所
存
で
す
。
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

伝
統
あ
る
信
太
山
駐
屯
地
で
基
地
派
遣
隊
長
と
し

て
勤
務
で
き
る
こ
と
は
大
変
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
重

責
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

派
遣
隊
長
上
番
に
あ
た
り
、
駐
屯
地
司
令
要
望
事

項
で
あ
る
「
明
る
く
信
頼
さ
れ
る
駐
屯
地
」
に
寄
与

す
べ
く
、
駐
屯
地
通
信
幕
僚
と
し
て
奉
仕
の
精
神
を

堅
持
、
各
部
隊
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
駐
屯
地
ユ
ー

ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
駐
屯
地
並
び
に
部
隊
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
基
地
派
遣
隊
一
同
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

階 級 ３等陸尉
出 身 兵庫県
年 齢 ４８歳
趣 味 妻とランニング

苔リウムを始める予定

日向野 真沙夫

天野 将克

ひ が の  ま さ お

あまの まさよし
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信太山自衛隊 協力会報
令
和
８
年
４
月
26
日
に
挙
行
さ
れ
た
信
太
山
駐
屯
地
創

立
69
周
年
記
念
式
典
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
記
念
式
典

終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
記
念
会
食
を
主
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
春
爛
漫
の
快
晴
の
な
か
、

多
く
の
来
賓
並
び
に
協
力
団
体
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
盛
大
に
記
念
会
食
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

記
念
会
食
で
は
、
各
団
体
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と
と

も
に
、
隊
員
と
の
交
流
を
通
じ
て
信
頼
関
係
を
よ
り
一
層

深
め
る
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
盛
会
の
う
ち
に
行
事
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
後
と
も
信
太
山
自
衛
隊
協
力
会
に
対
し
、
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
の
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
記
念
行
事

記
念
会
食
を
主
催

感謝状受賞者紹介
（敬称略）

信
太
山
自
衛
隊
協
力
会

和
泉
支
部

山
本

修
平

和
田

正
樹

阪
南
支
部

出
口

尚
暢

和
歌
山
県
隊
友
会

出
雲

雅
之

菊
水
連
隊
会

吉
本

光
明

信
友
会

髙
田

禎
介

久
野

高
廣

業
務
隊

委
託
医
師

和
田

力
門

信
太
山
自
衛
隊

協
賛
小
栗
会

信
太
山
自
衛
隊
協
力
会

岸
和
田
支
部
女
性
部

津
田

尚
子

師
団
感
謝
状

連
隊
感
謝
状

受賞おめでとうございます。

団
体
受
賞

個
人
受
賞
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協力会旗を利用
されたい支部に
ついては、協力
会事務局までご
連絡ください。

協力会記事投稿のお願い

各支部の活動状況や各支部における役員交代等
ドシドシと情報提供をお願い致します。

令
和
８
年
４
月
12
日
に
実
施
さ
れ
た
令
和
８
年
度
自
衛

官
候
補
生
課
程
入
隊
式
に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

和
泉
市
長
は
じ
め
多
数
の
方
が
各
協
力
会
等
か
ら
来
賓

と
し
て
参
加
し
、
信
太
山
自
衛
隊
協
力
会
か
ら
も
、
深
阪

会
長
及
び
各
支
部
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

入
隊
か
ら
わ
ず
か
２
週
間
程
度
し
か
経
過
し
て
い
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
衛
官
候
補
生
達
は
指
揮
者
の
号
令

に
対
し
て
き
び
き
び
と
反
応
し
、
大
変
立
派
な
姿
を
拝
見

さ
せ
て
い
た
し
ま
し
た
。

国
防
と
い
う
崇
高
な
任
務
に
自
ら
志
願
し
、
入
隊
さ
れ

た
自
衛
官
候
補
生
の
皆
様
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

で
き
る
限
り
の
支
援
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

支
部
長
会
議

入
隊
式

令
和
８
年
４
月
14
日
、
信
太
山

駐
屯
地
幹
部
集
会
所
に
お
い
て
令

和
８
年
度
信
太
山
自
衛
隊
協
力
会

支
部
長
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
議
は
、
深
阪
会
長
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
各
議
題
の
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

審
議
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
の

各
事
業
・
会
計
報
告
及
び
今
年
度

の
役
員
体
制
・
事
業
計
画
等
、
全

８
個
議
案
に
つ
い
て
報
告
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
積
極
的
に
隊
員
と
の

交
流
を
図
り
、
隊
員
の
方
々
の
支

援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
衛
思

想
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生

激
励
会

信
太
山
自
衛
隊
協
力
会
は
令
和
８
年
５
月

12
日
に
信
太
山
演
習
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ

た
、
自
衛
官
候
補
生
の
野
宴
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
自
候
生
74
名
の
激
励
を

実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
野
宴
を
共
に
し
自
衛
官
候
補

生
と
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

候
補
生
達
の
成
長
を
実
感
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

候
補
生
課
程
も
残
り
１
カ
月
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
教

育
訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
さ
ら

に
飛
躍
し
た
姿
を
修
了
式
で
拝
見
で
き
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。



（８）令和８年夏号  しのだやま 第２２８号


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8

